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★町の人口★10,237人（+3）男4,845人（+2）女5,392人（+D世帯合計3,530(+11）平成3年9月30日現在（ ）は前月との比較です 

童謡まつりの 町民ミュージカル『赤池の里に朝がきた』 

(10月27日 写す） 第1幕より 

点
 

札
 町

民
手
づ
く
り
ミ
ュ
ー
 

ジ
カ
ル
 
「
赤
池
の
里
に
朝
 

が
き
た
」
 
が
大
成
功
に
終
 

わ
っ
た
。
わ
ず
か
ニ
ケ
月
 

間
の
練
習
だ
け
で
童
謡
、
 

唱
歌
を
二
十
五
曲
、
新
た
 

に
作
詞
作
曲
さ
れ
た
 
「里 

づ
く
り
の
歌
」
 

「
四
季
の
 

歌」 

「
夜
明
け
・
赤
池
」
 
の
 

歌
の
序
章
と
本
歌
を
歌
い
 

通
し
た
。
赤
池
の
里
に
本
当
に
朝
（
未
 

来
）
が
来
た
よ
う
で
あ
っ
た
▼
い
い
歌
・
 

い
い
町
・
い
い
自
然
。
 
い
い
歌
・
い
い
町
・
 

い
い
自
然
。
赤
池
の
里
…
に
朝
が
き
た
。
 

歌
い
ま
し
ょ
う
 
赤
池
町
の
未
来
を
・
・
・
 

赤
池
町
の
未
来
を
…
歌
お
う
…
と
も
に
。
 

赤
池
町
の
未
来
を
…
。
み
な
さ
ん
：
』
 

こ
ど
も
た
ち
の
か
け
声
に
応
え
て
 
「夜 

明
け
・
赤
池
」
 
の
本
歌
が
…
ふ
る
さ
と
の
 

山
河
に
誇
り
を
持
ち
、
童
謡
の
ま
ち
に
 

知
恵
を
出
し
合
い
、
自
分
た
ち
の
手
で
 

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
と
』
巴
局
々
に
歌
わ
れ
 

幕
を
閉
じ
た
▼
き
っ
と
多
く
の
人
が
感
 

動
を
覚
え
た
に
違
い
な
い
。
公
演
後
、
 

会
場
の
町
民
会
館
で
は
、
関
係
者
が
お
 

互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
肩
を
叩
き
合
う
 

姿
が
い
つ
ま
で
も
つ
づ
い
た
。
 
ニ
ケ
月
 

間
こ
ど
も
た
ち
と
練
習
を
共
に
し
た
方
 

が
声
を
震
わ
せ
な
が
ら
言
っ
た
。
 

「こ 

の
子
た
ち
の
一
生
の
う
ち
で
、
本
当
に
 

い
い
経
験
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
 

良
か
っ
た
」
と
▼
こ
ど
も
た
ち
は
、
つ
 

い
に
や
り
遂
げ
た
。
主
役
を
演
じ
た
、
 

出
演
者
の
皆
さ
ん
と
影
で
支
え
て
頂
い
 

た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
言
い
た
い
。
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その他（5.1%) 

消防費 9.688万円 

議会費 8.428万円 

商工費 4.939万円 

諸支出金 1.923万円 

災害復I日費 1億2.137万円（2.4%) 

土木費 1億9.170万円（3.9%) 

生まれかわった赤池中学校校舎 

であいふれあいの 

「ポケッ ト ウォーターフロント」 

平成2年度の一般会計は 

3億2,139万円の赤字でした 
県支出金 

5億3. 669)i 1'i 

(11.6%) 

地力譲与税 5.761万円 

自動車取得税交付金 3.934万円 

繰越金 3.591万円 

利子割交付金 2.028万円 

ゴルフ場利用税交付金 88万円 

その他（3.2%） 交通安全対策特別交付金 163万円 

公債費 

8億4.609万円 

(17

. 1

%)// 

衛生費 

2億1.332万円（4.3%) 

農林水産業費 

2億5.8 15万円（5.2%) 

民生費 

8億1.978万円 

(16.5%) 

前年度繰上充用金 

3億5.014万円（7.1%) 

諸収入 1億2.247万円（2.6%) 

教育費 

4億8.874万円 

(9.8%) 

分担金及び負担金 1億1.606万円（2.5%) 

使用料及び手数料 7.959万円（1.7%) 

労働費 

7億4.049カ円 

(14.9%) 

総務費 

6億8.064万円 

(13.7%) 

その他（0.8%） 財産収入 3.046万円 繰入金200万円 

過去5年間の 

決算額の移り変わり 
（一般会計・歳出） 

平成2年度のー般会計 

層騒携 
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1.907 蕪鷲 ノ！門 
万円 

→その他 

→土木費 

→前年度繰 
上充用金 

2 

年

度

 

元

年

度

 

63 

年

度

 

62 

年

度

 

61 

年

度

 

平
成
ニ
年
度
の
決
算
が
9
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
が
行
っ
て
い
る
 

事
業
は
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
決
算
は
こ
の
お
金
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
の
中
で
、
 

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
平
成
ニ
年
度
は
赤
池
中
 

学
校
改
修
工
事
や
、
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
（
特
開
事
業
）
・
産
炭
地
域
開
発
 

就
労
事
業
（
開
就
事
業
）
に
よ
る
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
、
市
場
地
区
い
ち
じ
く
 

ハ
ウ
ス
設
置
工
事
な
ど
に
大
き
な
お
金
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
 

ノ
 

税
収
は
横
ば
い
。
地
方
 

交
付
税
と
国
庫
・
県
支
 

畠
金
で
事
業
に
対
応
 

、
 

町
の
一
般
会
計
の
総
収
入
額
（
歳
入
）
 

は
、
四
十
六
億
三
千
八
百
八
十
一
万
円
で
、
 

前
年
度
に
比
べ
る
と
約
四
千
万
円
（
八
・
 

一
％
）
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
 

方
交
付
税
と
町
債
が
減
っ
た
こ
と
が
お
 

ば
い
で
し
た
。
こ
の
う
ち
約
八
割
は
町
 

営
住
宅
の
使
用
料
で
す
。
 

一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
 

な
ど
の
依
存
財
源
は
三
十
九
億
四
千
一
一
 

百
四
十
二
万
円
で
、
収
入
の
八
四
・
九
％
 

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
 
一
番
 

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
し
め
て
い
る
の
が
 

地
方
交
付
税
で
す
。
国
税
五
税
の
収
入
 

額
の
割
合
で
、
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
 

体
の
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
交
 

付
す
る
お
金
で
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
 

を
中
心
に
、
事
業
に
伴
う
国
、
県
の
補
 

助
金
と
町
債
（
借
入
金
）
が
お
も
な
も
の
 

で
す
。
 

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
に
 

比
べ
て
約
一
億
五
千
七
百
万
円
の
減
額
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
対
策
 

債
償
還
基
金
（
借
入
金
返
済
金
）
の
特
 

別
措
置
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。
町
 

債
は
三
千
四
百
四
十
万
円
減
り
ま
し
た
。
 

七
・
六
％
の
減
o

依
然
 

公
債
費
（
借
入
金
）
の
 

返
還
が
重
く
0

メ
イ
ン
 

は
中
学
校
の
校
全
口
改
修
 

工
事
o
 

一
般
会
計
の
総
支
出
額
（
歳
出
）
は
四
 

十
九
億
六
千
二
十
万
円
で
、
前
年
度
に
 

比
べ
る
と
約
四
億
円
（
七
上
ハ
％
）
の
減
 

少
で
し
た
。
決
算
規
模
が
減
っ
た
の
は
、
 

も
な
理
由
で
す
。
 

収
入
の
内
訳
を
財
源
別
に
み
る
と
、
 

町
税
や
諸
収
入
（
預
金
利
子
・
受
託
事
業
 

収
入
）
、
負
担
金
、
使
用
料
な
ど
町
独
自
 

で
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は
、
六
億
九
 

千
六
百
三
十
九
万
円
で
全
体
の
十
五
・
一
 

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
 

が
大
き
い
程
、
財
政
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
 

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
県
内
の
 

平
均
自
主
財
源
は
四
三
％
で
す
）
そ
の
 

中
心
は
町
税
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
 

納
め
た
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
た
ば
 

こ
税
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
」
ハ
・
〇
％
 

の
伸
び
で
し
た
。
使
用
料
・
手
数
料
は
横
 

元
年
度
に
公
債
費
（
借
入
金
）
の
返
済
と
、
 

そ
の
基
金
に
積
立
し
た
た
め
多
く
支
出
 

し
た
こ
と
で
、
二
年
度
は
減
額
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

使
い
方
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務
 

費
が
減
少
し
て
い
る
の
は
先
に
延
べ
た
 

借
入
金
の
返
済
が
減
っ
た
た
め
で
す
。
 

教
育
費
で
は
、
元
年
度
と
二
年
度
で
赤
 

池
中
学
校
校
舎
の
大
規
模
な
改
修
工
事
 

を
行
っ
た
た
め
例
年
よ
り
増
加
し
て
い
 

ま
す
。
前
年
度
繰
上
充
用
金
は
、
元
年
 

度
の
決
算
で
出
た
赤
字
額
を
充
当
し
た
 

も
の
で
す
。
民
生
費
で
は
、
老
人
福
祉
 

や
児
童
福
祉
、
国
民
年
金
、
同
和
対
策
 

関
係
な
ど
を
支
出
し
ほ
ぽ
横
ば
い
の
状
 

況
で
す
。
労
働
費
は
、
失
業
対
策
事
業
 

に
対
す
る
支
出
で
、
道
路
の
改
良
舗
装
 

工
事
や
、
道
路
維
持
等
に
支
出
し
て
い
 

ま
す
。
 

何
と
い
っ
て
も
重
く
の
し
か
か
っ
て
 

い
る
の
は
公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）
で
 

す
。
過
去
石
炭
産
業
の
衰
退
に
よ
る
後
 

遺
症
対
策
と
し
て
、
事
業
の
推
進
を
余
 

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
国
や
県
 

か
ら
お
金
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
 

返
済
の
ピ
ー
ク
が
こ
こ
数
年
続
く
状
況
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
公
債
 

費
が
多
い
自
治
体
は
、
筑
豊
に
集
中
し
 

て
い
ま
す
。
全
国
で
 
「
再
建
団
体
」
 
に
 

指
定
さ
れ
て
い
る
の
が
方
城
町
と
香
春
 

町
で
あ
る
こ
と
か
ら
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
 

て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
ま
す
。
 

一
一
十
一
世
紀
に
は
、
健
全
な
家
計
簿
 

に
す
る
た
め
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 


